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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
木
之
本
ジ
ュ
ン
の
華
麗
な
る
推
理
！
（
河
野
裕
一
の
事
件
簿
よ
り
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
０
７
６
Ａ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
身
に
覚
え
の
無
い
殺
人
に
探
偵
の
裕
一
が
殺
人
罪
で
逮
捕
。
そ
し
て
・
・
・
。
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序
章

犯
人
：
「
は
ぁ
、
は
ぁ
、
は
ぁ
、
は
ぁ
、
は
ぁ
・
・
・
。

畜
生
�
、
何
で
俺
が
逃
げ
な
き
ゃ
な
ら
ね
え
ん
だ
！

く
そ
っ

は
ぁ
、
は
ぁ
、
元
は
と
言
え
ば
・
・
・
あ
の
事
件
の
せ
い
だ
・
・
・
。
」

そ
れ
は
、
始
ま
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
・
・
・
。

犯
人
：
「
（
そ
う
だ
、
ア
イ
ツ
に
し
よ
う
・
・
・
）
」

あ
る
日
、
裕
一
は
目
が
覚
め
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
（
ん
、
此
処
は
何
処
だ
？
）
」

裕
一
は
、
自
分
が
何
処
に
い
る
か
解
ら
な
か
っ
た
・
・
・
。

女
性
：
「
キ
ャ
ー
！

人
殺
し
ー
！
」

え
、
人
殺
し
だ
っ
て
？

裕
一
は
、
辺
り
を
見
渡
し
た
・
・
・
。

す
る
と
、
側
に
腹
部
を
滅
多
刺
し
に
さ
れ
た
男
性
の
遺
体
が
転
が
っ
て
い
た
・
・

・
。

そ
し
て
、
裕
一
の
手
に
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
包
丁
が
一
丁
握
ら
れ
て
い
た
・

・
・
。

裕
一
：
「
（
お
・
・
・
お
・
・
・
俺
・
・
・
殺
し
ち
ゃ
っ
た
？

一
体
何
故
？

全
く
持
っ
て
身
に
覚
え
が
無
い
・
・
・
。
）
」

裕
一
は
、
た
だ
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
・
・
・
。
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名
探
偵
の
殺
人
？

朝
起
き
て
、
風
呂
入
っ
て
、
歯
磨
い
て
、
朝
食
を
取
り
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
・

・
・
。

そ
れ
が
ジ
ュ
ン
の
日
課
。

テ
レ
ビ
：
『
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
す
・
・
・
。

本
日
、
Ａ
Ｍ
．
６
：
０
０
頃
、
提
無
逗
川
上
流
で
男
性
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
ま

て
い
む
ず
が
わ

し
た
。

被
害
者
は
、
阿
相
　
忠
孝
２
２
歳
。

あ
そ
う

た
だ
た
か

阿
相
さ
ん
は
、
当
テ
レ
ビ
局
の
社
員
で
、
生
前
は
恨
ま
れ
る
様
な
事
は
一
切
無

か
っ
た
と
の
事
で
す
。

死
因
は
腹
部
を
包
丁
で
滅
多
刺
し
に
よ
る
失
血
死
。

犯
人
は
当
時
、
現
場
に
い
た
探
偵
の
河
野
 

裕
一
と
見
ら
れ
、
通
報
を
受
け
て

駆
け
つ
け
た
警
察
は
そ
の
場
に
い
た
彼
を
逮
捕
し
ま
し
た
。

警
察
の
取
り
調
べ
で
は
、
彼
は
や
っ
て
い
な
い
と
の
事
で
す
が
、
今
の
所
は
は

っ
き
り
と
は
解
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

警
察
は
証
拠
が
出
る
ま
で
一
週
間
ほ
ど
捜
査
を
す
る
方
針
で
す
。

あ
の
名
探
偵
が
殺
人
な
ん
て
ね
ぇ
・
・
・
。

本
当
で
す
よ
・
・
・
。

私
は
い
つ
か
や
る
な
と
は
思
っ
て
ま
し
た
け
ど
ね
・
・
・
。

そ
れ
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
終
わ
り
ま
す
・
・
・
。
』

え
、
裕
一
が
逮
捕
さ
れ
た
？

一
体
、
彼
の
身
に
何
が
？

秀
一
：
「
裕
一
君
が
人
殺
し
ね
ぇ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
ん
な
嘘
よ
！
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嘘
に
決
ま
っ
て
る
わ
！
」

秀
一
：
「
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
は
嘘
付
か
な
い
し
な
ぁ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
御
免
パ
パ
・
・
・
。

あ
た
し
、
警
察
に
行
っ
て
来
る
・
・
・
。
」

秀
一
：
「
ジ
ュ
ン
、
学
校
は
！
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
裕
一
君
の
い
な
い
学
校
な
ん
て
行
か
な
い
！
」

ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
、
そ
ん
な
に
ま
で
彼
の
事
を
・
・
・
。

う
ん
う
ん
。

そ
の
気
持
ち
、
痛
い
程
解
る
よ
・
・
・
。

秀
一
：
「
成
る
程
、
そ
う
言
う
事
か
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
、
好
き
な
子
の
為
に
頑
張
れ
。
」

ジ
ュ
ン
は
警
視
庁
に
来
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
す
い
ま
せ
ん
、
捜
査
一
課
は
何
処
で
す
か
？
」

婦
人
警
官
：
「
二
階
に
上
が
っ
て
、
突
き
当
た
り
を
右
に
行
け
ば
捜
査
一
課
で

ご
ざ
い
ま
す
。

所
で
、
ど
ん
な
ご
用
で
す
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
ん
な
事
教
え
る
必
要
無
い
わ
！
」

と
、
急
い
で
二
階
に
上
る
ジ
ュ
ン
。

そ
し
て
、
捜
査
一
課
に
着
い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
河
野
警
部
！
」

裕
二
警
部
：
「
お
ぉ
、
ジ
ュ
ン
君
じ
ゃ
な
い
か
ね
？

ど
う
し
た
ん
だ
ね
、
こ
ん
な
朝
早
く
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
裕
一
君
に
会
わ
せ
て
下
さ
い
。
」

裕
二
警
部
：
「
裕
一
に
面
会
か
？

ダ
メ
ダ
メ
、
今
は
マ
ス
コ
ミ
も
一
般
市
民
も
面
会
謝
絶
、
諦
め
な
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
、
そ
ん
な
事
言
わ
な
い
で
会
わ
せ
て
！

お
・
ね
・
が
・
い
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
無
駄
に
色
気
を
見
せ
た
・
・
・
。

裕
二
は
、
赤
く
な
り
な
が
ら
言
っ
た
。

裕
二
警
部
：
「
し
ょ
う
が
な
い
な
・
・
・
。
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今
回
だ
け
だ
か
ら
ね
・
・
・
。
」

裕
二
は
、
ジ
ュ
ン
を
連
れ
て
裕
一
の
い
る
拘
留
所
へ
行
っ
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
良
く
来
た
な
、
名
探
偵
・
木
之
本
 

秀
一
の
娘
さ
ん
よ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
バ
カ
、
何
で
人
殺
し
な
ん
か
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
！
？
」

裕
一
：
「
ま
、
待
て
！

俺
は
殺
し
て
な
ん
か
い
な
い
！

確
か
に
、
現
場
に
は
い
た
が
・
・
・
俺
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！

そ
の
、
な
ん
と
言
う
か
・
・
・
目
が
覚
め
た
ら
あ
そ
こ
に
い
た
ん
だ
！

頼
む
、
信
じ
て
く
れ
！
」

ジ
ュ
ン
：
「
私
が
一
度
で
も
貴
方
を
裏
切
っ
た
事
が
あ
っ
て
？

私
は
何
時
で
も
貴
方
に
忠
実
よ
。
」

裕
一
：
「
良
か
っ
た
・
・
・
信
じ
て
く
れ
る
ん
だ
な
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
。

で
、
何
が
あ
っ
た
の
？

詳
し
く
話
し
て
ち
ょ
う
だ
い
。
」

裕
一
は
、
昨
夜
か
ら
事
件
当
時
ま
で
の
間
の
事
を
話
し
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
ふ
ぅ
ん
・
・
・
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
昨
夜
の
１
１
：
０
０
頃
か
ら
記
憶
が
無
い
の
ね
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
で
、
目
が
覚
め
た
ら
提
無
逗
川
上
流
に
い
て
、
側
に
腹
部
を

滅
多
刺
し
に
さ
れ
た
男
性
の
遺
体
が
あ
っ
て
、
気
づ
い
た
ら
凶
器
を
持
っ
て
い

た
っ
て
訳
ね
・
・
・
。
」

裕
一
は
、
頷
い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
解
っ
た
わ
。

あ
た
し
、
や
っ
て
み
る
。

何
時
も
、
貴
方
に
迷
惑
ば
か
り
掛
け
て
る
で
し
ょ
？

だ
か
ら
・
・
・
。

貴
方
の
無
実
、
絶
対
に
証
明
し
て
見
せ
る
わ
！
」

裕
一
：
「
お
前
に
任
せ
て
大
丈
夫
か
？

本
当
な
ら
、
俺
自
身
で
無
実
の
罪
を
晴
ら
し
た
い
け
ど
・
・
・
。
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親
父
が
駄
目
と
言
う
か
ら
・
・
・
。

解
っ
た
、
お
前
に
命
預
け
た
！

絶
対
俺
を
此
処
か
ら
出
し
て
く
れ
よ
な
！
」

ジ
ュ
ン
：
「
任
せ
て
！

こ
う
見
え
て
も
、
伊
達
に
探
偵
の
娘
な
ん
か
や
っ
て
な
い
わ
！

そ
れ
に
、
愛
・
・
・
。

い
や
、
何
で
も
無
い
。

じ
ゃ
、
行
っ
て
く
る
か
ら
ね
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
そ
う
言
い
残
し
て
拘
留
所
を
後
に
し
た
・
・
・
。
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ジ
ュ
ン
の
捜
査

ジ
ュ
ン
は
、
捜
査
一
課
に
あ
る
資
料
室
に
い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
さ
て
、
ま
ず
は
捜
査
資
料
ね
・
・
・
。
）
」

ジ
ュ
ン
は
捜
査
資
料
を
捜
し
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
あ
、
あ
っ
た
・
・
・
こ
れ
だ
わ
！
）
」

ジ
ュ
ン
は
、
捜
査
資
料
を
覗
く
・
・
・
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
�
－
－
－
－
－
－

１
月
２
８
日
、
Ａ
Ｍ
．
６
：
０
０
頃
。

提
無
逗
川
上
流
で
男
性
の
遺
体
を
発
見
。

被
害
者
は
、
阿
相
 

忠
孝
２
２
歳
。

死
因
は
腹
部
滅
多
刺
し
に
よ
る
失
血
死
。

凶
器
は
市
販
さ
れ
て
い
る
包
丁
・
・
・
。

死
亡
推
定
時
刻
は
Ａ
Ｍ
．
５
：
０
０
～
６
：
０
０
頃
。

容
疑
者
は
高
校
生
探
偵
の
河
野
 

裕
一
。

目
撃
者
は
犬
の
散
歩
中
に
偶
々
発
見
し
た
と
言
う
。

ま
た
、
凶
器
は
河
野
 

裕
一
が
持
っ
て
い
た
・
・
・
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

ジ
ュ
ン
：
「
（
何
こ
れ
、
い
く
ら
何
で
も
無
茶
苦
茶
よ
！

こ
ん
な
ん
じ
ゃ
、
容
疑
者
は
裕
一
君
で
決
定
か
も
・
・
・
。
）
」

お
い
お
い
、
お
前
・
・
・
好
き
な
子
の
為
に
一
生
懸
命
頑
張
ろ
う
と
し
て
る
ん

だ
ろ
？

だ
っ
た
ら
途
中
で
投
げ
出
す
な
ん
て
駄
目
だ
っ
て
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
え
、
誰
！
？
）
」

あ
、
い
や
・
・
・
私
は
、
神
様
じ
ゃ
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
神
様
？
）
」

そ
う
だ
・
・
・
。
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今
回
の
事
件
・
・
・
君
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
事
件
だ
っ
た
な
。

だ
か
ら
、
私
が
少
し
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
よ
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
そ
ん
な
、
自
分
の
力
で
や
り
ま
す
！
）
」

そ
う
か
・
・
・
。

な
ら
そ
う
し
て
く
れ
・
・
・
。

だ
が
、
何
か
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
、
何
時
で
も
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
る
よ
。

ジ
ュ
ン
「
（
は
い
・
・
・
。
）
」

Ａ
Ｍ
．
１
１
：
３
０
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
は
現
場
で
あ
る
提
無
逗
川
の
上
流
に
い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
此
処
が
現
場
か
・
・
・
。
）
」

ジ
ュ
ン
は
、
被
害
者
が
倒
れ
て
い
た
位
置
に
立
っ
て
い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
れ
？
」

ジ
ュ
ン
は
、
何
か
に
気
づ
い
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
血
が
中
流
の
方
か
ら
一
直
線
に
並
ん
で
る
・
・
・
。

と
言
う
事
は
、
被
害
者
は
別
の
場
所
で
殺
さ
れ
た
っ
て
事
？
）
」

ま
ぁ
、
そ
う
言
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
な
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
は
、
血
の
跡
を
辿
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
、
川
の
中
流
に
到
着
し
た
・
・
・
。

血
痕
は
、
此
処
で
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
付
近
に
は
血
液
が
飛
び
散
っ
た
痕
跡
が
あ
っ
た
。

恐
ら
く
、
現
場
は
川
の
中
流
だ
ろ
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
ね
ぇ
、
神
様
？
）
」

何
だ
い
？

ジ
ュ
ン
：
「
（
多
分
な
ん
だ
け
ど
、
被
害
者
っ
て
此
処
で
殺
さ
れ
た
の
か
な
？
）

」さ
ぁ
、
そ
れ
ば
か
り
は
・
・
・
。

流
石
の
私
も
全
て
を
見
て
る
訳
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
そ
っ
か
ぁ
・
・
・
。

こ
の
事
件
、
本
当
に
私
の
力
だ
け
で
解
け
る
の
か
な
ぁ
？
）
」

む
む
む
、
ど
う
答
え
よ
う
・
・
・
。
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作
者
は
正
直
言
っ
て
、
ジ
ュ
ン
に
探
偵
は
無
理
だ
と
思
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
ね
ぇ
、
神
様
？

ど
う
な
の
、
私
？

・
・
・
・
・
・
。

神
様
？
）
」

悪
い
け
ど
、
暫
く
話
し
掛
け
な
い
で
く
れ
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
ど
う
し
て
？
）
」

い
や
、
そ
れ
は
・
・
・
。

阿
相
さ
ん
の
魂
が
こ
っ
ち
に
来
て
て
、
地
獄
行
き
か
天
国
行
き
か
、
決
め
て
い

る
最
中
な
ん
だ
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
そ
っ
か
。

御
免
ね
、
邪
魔
し
ち
ゃ
っ
て
・
・
・
。
）
」

ふ
ぅ
・
・
・
。

何
と
か
切
り
抜
け
た
・
・
・
。

さ
て
・
・
・
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
あ
ら
、
何
か
し
ら
？
）
」

ジ
ュ
ン
は
、
何
か
を
見
つ
け
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
ネ
ッ
ク
レ
ス
？

誰
か
の
落
と
し
物
か
し
ら
？
）
」

待
て
待
て
、
そ
う
判
断
す
る
前
に
良
く
確
認
し
ろ
！

ジ
ュ
ン
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
観
察
し
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
こ
、
こ
ん
な
所
に
血
痕
が
・
・
・
。

こ
れ
っ
て
、
重
要
な
証
拠
に
な
る
ん
じ
ゃ
！
？
）
」

そ
う
そ
う
、
そ
の
調
子
、
そ
の
調
子
♪

ジ
ュ
ン
は
、
ハ
ン
カ
チ
に
く
る
ん
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
っ
た
・
・
・
。

何
か
、
順
番
が
違
う
気
が
・
・
・
。

ま
、
良
い
か
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
は
警
視
庁
に
向
か
っ
た
・
・
・
。

裕
二
警
部
：
「
ん
、
ジ
ュ
ン
君
。

今
日
も
面
会
か
い
？
」
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今
日
は
違
う
ぞ
。

駄
目
刑
事
の
お
前
に
ビ
ッ
グ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
、
こ
れ
・
・
・
。

事
件
現
場
に
落
ち
て
い
た
ん
で
す
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
ハ
ン
カ
チ
に
く
る
ん
だ
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
渡
し
た
・
・
・
。

裕
二
警
部
：
「
あ
、
あ
り
が
と
う
・
・
・
。

こ
れ
は
、
証
拠
品
だ
。

大
事
に
保
管
し
と
く
よ
・
・
・
。
」

そ
ん
な
事
よ
り
ジ
ュ
ン
・
・
・
。

何
か
忘
れ
て
な
い
か
？

ほ
ら
、
拾
っ
た
時
に
君
の
指
紋
が
付
着
し
て
い
る
筈
だ
ぞ
？

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
、
す
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
、
拾
っ
た
時
、
素
肌
で
触
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
私
の
指
紋
が
付
い
て
い
る
か
も
・
・
・
。
」

裕
二
警
部
：
「
そ
う
か
い
。

な
ら
、
君
の
指
紋
を
取
っ
て
お
こ
う
・
・
・
。

こ
っ
ち
に
来
て
く
れ
る
か
な
？
」

裕
二
は
、
ジ
ュ
ン
を
鑑
識
課
に
連
れ
て
行
っ
た
・
・
・
。

鑑
識
の
ウ
メ
：
「
河
野
警
部
さ
ん
、
女
の
子
な
ん
か
連
れ
て
来
て
・
・
・
。

一
体
何
を
な
さ
ろ
う
と
？
」

お
前
、
か
ら
か
っ
て
る
の
か
？

裕
二
警
部
：
「
い
や
、
こ
の
子
は
私
の
息
子
の
友
達
で
、
そ
の
・
・
・
事
件
の

大
事
な
証
拠
に
生
身
で
触
っ
て
し
ま
っ
た
っ
て
言
う
ん
で
、
指
紋
を
採
取
し
て

貰
お
う
と
思
っ
て
ね
・
・
・
。

こ
れ
が
そ
の
証
拠
品
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
」

裕
二
は
証
拠
品
を
ウ
メ
に
渡
し
た
・
・
・
。

鑑
識
の
ウ
メ
：
「
預
か
り
ま
す
。

じ
ゃ
、
こ
れ
を
手
に
付
け
て
・
・
・
。
」

ウ
メ
は
、
手
形
を
押
す
時
に
使
う
イ
ン
ク
を
取
り
出
し
た
。

ジ
ュ
ン
は
、
そ
こ
に
手
を
置
い
た
・
・
・
。
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ジ
ュ
ン
の
手
に
イ
ン
ク
が
付
着
す
る
。

鑑
識
の
ウ
メ
：
「
そ
れ
じ
ゃ
、
こ
の
紙
に
押
し
て
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
言
わ
れ
た
通
り
に
紙
に
手
を
押
し
た
・
・
・
。

鑑
識
の
ウ
メ
：
「
は
い
、
こ
れ
で
終
わ
り
だ
よ
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
鑑
識
課
を
去
っ
た
・
・
・
。

裕
二
警
部
：
「
所
で
ジ
ュ
ン
君
。

あ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
上
流
の
ど
の
辺
で
見
つ
け
た
の
か
な
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
見
つ
け
た
の
は
中
流
で
す
。

上
流
に
あ
っ
た
血
痕
を
辿
っ
た
ら
中
流
に
辿
り
着
き
ま
し
た
・
・
・
。

恐
ら
く
、
川
の
中
流
が
事
件
現
場
で
は
無
い
か
と
・
・
・
。
」

裕
二
警
部
：
「
何
だ
っ
て
！
？

事
件
現
場
は
中
流
！
？

そ
ん
な
馬
鹿
な
！

だ
っ
て
、
被
害
者
は
上
流
に
倒
れ
て
い
た
ん
だ
ぞ
。

そ
れ
な
の
に
中
流
が
殺
害
現
場
！
？

一
体
ど
う
な
っ
て
る
だ
？
」

ど
う
せ
、
遺
体
が
歩
い
た
ん
だ
ろ
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
遺
体
が
歩
い
た
、
生
き
て
る
間
に
・
・
・
。

そ
れ
か
、
犯
人
が
意
図
的
に
動
か
し
た
と
か
。
」

裕
二
警
部
：
「
そ
う
か
、
だ
か
ら
上
流
に
遺
体
が
あ
っ
た
ん
だ
。

で
も
、
何
で
裕
一
が
上
流
に
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
裕
一
君
、
昨
夜
の
Ｐ
Ｍ
１
１
：
０
０
頃
か
ら
記
憶
が
無
い
っ
て
言

っ
て
た
か
ら
、
き
っ
と
誰
か
に
眠
ら
さ
れ
て
た
の
ね
。
」

裕
二
警
部
：
「
と
言
う
事
は
、
裕
一
は
シ
ロ
か
・
・
・
。
」

シ
ロ
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
容
疑
者
か
？

ま
ぁ
、
兎
に
角
こ
れ
で
疑
い
が
晴
れ
た
ん
だ
。

裕
一
を
釈
放
し
て
や
ら
な
い
と
な
・
・
・
。

だ
が
、
そ
れ
は
無
理
に
等
し
か
っ
た
・
・
・
。

何
故
な
ら
、
先
ほ
ど
鑑
識
に
渡
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
か
ら
裕
一
の
指
紋
が
見
つ
か

っ
た
か
ら
だ
。
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そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

被
害
者
の
指
紋
も
一
緒
に
だ
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
神
様
、
ど
う
い
う
事
？
）
」

さ
ぁ
・
・
・
。

こ
れ
ば
か
り
は
運
命
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

ジ
ュ
ン
：
「
（
ね
ぇ
、
貴
方
は
神
様
な
ん
で
し
ょ
？

神
様
な
ら
こ
ん
な
運
命
、
簡
単
に
塗
り
替
え
ら
れ
る
よ
ね
？
）
」

そ
、
そ
れ
は
無
理
。

設
定
上
、
絶
対
に
無
理
！

取
り
敢
え
ず
、
裕
一
の
指
紋
の
謎
に
つ
い
て
は
次
話
で
明
ら
か
に
し
よ
う
よ
・
・

・
。
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ネ
ッ
ク
レ
ス
に
付
い
た
裕
一
の
指
紋

ジ
ュ
ン
は
、
拘
留
所
に
来
て
い
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
今
日
は
何
の
用
だ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
事
が
あ
っ
て
ね
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
で
、
そ
の
聞
き
た
い
事
っ
て
の
は
何
だ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
・
・
。

現
場
に
落
ち
て
い
た
の
よ
。

貴
方
の
指
紋
が
付
い
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
そ
れ
は
、
ど
ん
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
？
」

ジ
ュ
ン
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
写
真
を
見
せ
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
あ
、
こ
れ
は
！
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
知
っ
て
る
の
！
？
」

裕
一
：
「
知
っ
て
る
も
何
も
、
こ
れ
は
俺
が
テ
レ
ビ
局
の
お
姉
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
物
だ
よ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
な
、
何
で
ま
た
！
？
」

裕
一
：
「
い
や
ぁ
、
ほ
ら
、
あ
れ
だ
よ
。

こ
の
間
の
『
突
撃
、
有
名
人
の
家
！
』
っ
て
言
う
番
組
で
そ
の
お
姉
さ
ん
が
来

た
ん
だ
よ
。

で
、
撮
影
が
終
了
し
た
後
に
聞
い
た
ん
だ
。

『
私
、
誕
生
日
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
欲
し
い
』
っ
て
。

そ
れ
で
、
そ
の
誕
生
日
が
そ
れ
を
聞
い
た
翌
日
だ
っ
た
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ん
だ
。
」

成
る
程
、
だ
か
ら
指
紋
が
付
い
て
い
る
の
か
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
そ
う
だ
っ
た
の
・
・
・
。

そ
れ
よ
り
、
そ
の
お
姉
さ
ん
の
居
場
所
っ
て
知
っ
て
る
？
」

裕
一
：
「
ジ
ュ
ン
は
そ
い
つ
が
犯
人
だ
と
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
え
、
そ
う
な
の
？
」

裕
一
：
「
何
だ
、
知
ら
な
い
の
か
・
・
・
。
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て
っ
き
り
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
付
い
て
い
る
血
痕
か
ら
犯
人
を
割
り
出
し
た
の
か

と
思
っ
た
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
待
っ
た
、
何
で
そ
の
事
を
知
っ
て
る
の
？
」

そ
う
言
え
ば
何
故
？

裕
一
：
「
写
真
を
見
て
み
ろ
。
」

ジ
ュ
ン
は
写
真
を
見
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
、
血
痕
が
写
っ
て
る
・
・
・
。

だ
か
ら
血
痕
が
付
い
て
る
事
に
気
づ
い
た
ん
だ
ね
。
」

流
石
名
探
偵
・
・
・
。

鋭
い
観
察
眼
の
持
ち
主
！

っ
て
、
ち
ょ
と
待
て
！

裕
一
は
犯
人
の
正
体
知
っ
て
る
の
か
？

ジ
ュ
ン
：
「
ね
ぇ
、
も
し
か
し
て
、
犯
人
っ
て
そ
の
お
姉
さ
ん
の
な
の
？
」

裕
一
：
「
そ
れ
は
知
ら
ん
。

お
前
の
力
で
見
抜
い
て
み
た
ら
ど
う
だ
。

俺
の
命
は
今
は
君
の
手
の
中
に
あ
る
ん
だ
か
ら
な
。
」

い
や
、
そ
れ
は
違
う
・
・
・
。

君
の
命
は
神
同
等
の
俺
の
手
の
中
だ
！

ジ
ュ
ン
：
「
解
っ
た
、
自
分
の
力
で
や
っ
て
み
る
・
・
・
。
」

そ
の
息
だ
・
・
・
。

裕
一
：
「
ん
じ
ゃ
、
お
姉
さ
ん
の
名
前
、
教
え
る
。

お
姉
さ
ん
は
、
『
小
島
　
茜
』
だ
よ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
あ
り
が
と
う
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
拘
留
所
を
後
に
し
、
例
の
お
姉
さ
ん
に
会
う
為
、
テ
レ
ビ
局
へ
行

っ
た
・
・
・
。
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突
撃
、
テ
レ
ビ
局
！

ジ
ュ
ン
は
、
テ
レ
ビ
局
に
来
て
い
た
・
・
・
。

理
由
は
、
前
回
の
拘
留
所
で
の
裕
一
の
証
言
を
確
か
め
る
為
で
あ
る
。

ジ
ュ
ン
：
「
す
い
ま
せ
ん
、
『
突
撃
、
有
名
人
の
家
！
』
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
達

は
ど
ち
ら
に
い
ま
す
か
？
」

す
る
と
、
受
付
の
女
性
が
答
え
た
・
・
・
。

受
付
嬢
：
「
ど
の
様
な
ご
用
件
で
し
ょ
う
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
阿
相
 

忠
孝
さ
ん
の
件
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い
の
で
す
が
・
・
・

。
」

受
付
嬢
：
「
申
し
訳
御
座
い
ま
せ
ん
。

当
局
で
は
、
事
件
に
関
わ
る
様
な
事
は
一
切
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
」

す
ん
な
り
通
し
て
は
く
れ
な
い
か
・
・
・
。

仕
方
な
い
、
助
け
船
を
出
そ
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
が
諦
め
よ
う
と
す
る
と
、
一
人
の
男
性
が
ジ
ュ
ン
に
声
を
掛
け
た
・
・
・

。男
性
：
「
何
処
で
も
入
れ
る
フ
リ
ー
パ
ス
は
い
か
が
か
な
？
」

と
、
警
察
手
帳
を
見
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

そ
れ
は
、
裕
二
警
部
だ
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
河
野
警
部
、
ど
う
し
て
此
処
に
？
」

裕
二
警
部
：
「
そ
れ
は
・
・
・
成
り
行
き
と
言
う
か
何
と
い
う
か
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
ど
う
せ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
事
で
裕
一
君
に
聞
い
た
ん
で
す
よ
ね
？
」

裕
二
警
部
：
「
ま
、
そ
ん
な
所
だ
な
・
・
・
。
」

裕
二
警
部
は
、
受
付
嬢
に
警
察
手
帳
を
見
せ
な
が
ら
「
突
撃
、
有
名
人
の
家
！
」

の
ス
タ
ッ
フ
に
事
件
の
事
で
面
会
を
要
求
し
た
。

受
付
嬢
：
「
で
は
、
三
階
の
『
従
業
員
専
用
』
と
書
い
て
あ
る
ド
ア
に
入
っ
て

下
さ
い
。

そ
こ
か
ら
二
個
目
の
扉
が
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
部
屋
で
す
。
」

裕
二
警
部
は
、
そ
れ
を
聞
く
と
、
ジ
ュ
ン
を
連
れ
て
そ
の
部
屋
へ
向
か
っ
た
。
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「
コ
ン
コ
ン
」
と
、
扉
を
叩
く
。

す
る
と
、
突
撃
の
ス
タ
ッ
フ
（
以
降
突
ス
タ
）
が
返
事
を
し
た
。

突
ス
タ
：
「
は
い
、
ど
う
ぞ
。
」

裕
二
警
部
は
、
扉
を
開
け
る
。

す
る
と
、
そ
こ
に
は
帽
子
を
被
っ
た
長
髪
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

突
ス
タ
：
「
あ
の
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
？
」

裕
二
警
部
は
、
警
察
手
帳
を
見
せ
た
。

突
ス
タ
：
「
あ
、
警
察
の
方
・
・
・
。

も
し
か
し
て
、
例
の
事
件
の
事
で
す
か
？
」

裕
二
警
部
：
「
お
察
し
の
通
り
で
す
・
・
・
。

え
と
、
こ
れ
を
見
て
下
さ
い
。
」

裕
二
警
部
は
、
現
場
に
落
ち
て
い
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
見
せ
た
・
・
・
。

突
ス
タ
：
「
あ
、
こ
れ
は
数
ち
ゃ
ん
の
！
？

か
ず

一
体
、
何
処
で
見
つ
け
た
ん
で
す
か
？
」

裕
二
警
部
：
「
こ
れ
、
例
の
事
件
現
場
に
落
ち
て
い
ま
し
た
・
・
・
。
」

突
ス
タ
：
「
じ
ゃ
あ
、
警
察
は
数
ち
ゃ
ん
を
疑
っ
て
る
の
で
す
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
、
そ
の
数
ち
ゃ
ん
っ
て
の
は
？
」

突
ス
タ
：
「
君
は
？
」

裕
二
警
部
：
「
私
の
息
子
、
裕
一
の
彼
女
で
す
た
い
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
彼
女
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
只
の
幼
な
じ
み
で
す
。
」

突
ス
タ
：
「
あ
ぁ
、
あ
の
名
探
偵
の
許
嫁
の
方
で
す
ね
。
」

い
い
な
づ
け

ち
ょ
い
待
て
！

作
者
は
そ
ん
な
設
定
に
は
し
と
ら
ん
ぞ
！
？

一
体
ど
う
な
っ
と
ん
じ
ゃ
！
？

ジ
ュ
ン
：
「
い
や
い
や
、
許
嫁
じ
ゃ
な
い
で
す
。
」

突
ス
タ
：
「
え
、
君
は
探
偵
の
工
藤
 

雪
穂
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
だ
、
誰
で
す
か
ソ
レ
？
」

突
ス
タ
：
「
え
ぇ
、
知
ら
な
い
の
！
？

彼
女
は
裕
一
君
と
同
じ
く
ら
い
有
名
な
探
偵
だ
よ
。

最
近
の
女
子
高
生
は
そ
ん
な
事
も
知
ら
な
い
の
？
」
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あ
ら
ら
、
言
っ
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
む
、
無
知
で
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
。
」

裕
二
警
部
：
「
ま
ぁ
ま
ぁ
。

で
、
そ
の
数
ち
ゃ
ん
っ
て
の
は
誰
の
事
で
す
か
？
」

突
ス
タ
：
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
。

数
ち
ゃ
ん
は
、
市
ノ
瀬
 

数
葉
さ
ん
の
事
で
す
。

実
は
、
そ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
っ
て
、
誕
生
日
に
裕
一
君
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
貰

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
」

裕
二
警
部
：
「
で
は
、
そ
の
市
ノ
瀬
さ
ん
に
会
わ
せ
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？
」

突
ス
タ
：
「
そ
う
し
た
い
ん
で
す
が
、
彼
女
と
連
絡
が
取
れ
な
い
ん
で
す
。

何
も
無
い
と
良
い
ん
で
す
が
・
・
・
。

そ
う
だ
、
一
緒
に
数
ち
ゃ
ん
を
捜
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
！
？
」

裕
二
警
部
：
「
は
ぁ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
（
気
が
進
ま
な
い
な
・
・
・
。
）
」

三
人
は
、
数
ち
ゃ
ん
こ
と
市
ノ
瀬
 

数
葉
を
捜
す
事
に
し
た
。

い
や
、
ち
ょ
と
待
て
！

そ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
「
小
西
 

茜
さ
ん
」
の
で
は
！
？

気
に
な
る
な
・
・
・
。
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小
西
 

茜
と
市
ノ
瀬
 

数
葉
の
謎

ジ
ュ
ン
：
「
あ
あ
！
」

裕
二
警
部
：
「
ど
う
し
た
ん
だ
ね
急
に
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
私
、
思
い
出
し
た
ん
で
す
！

そ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
持
ち
主
の
名
前
、
『
小
西
 

茜
』
っ
て
言
う
ん
で
す
！

先
日
、
拘
留
所
で
裕
一
君
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
」

突
ス
タ
：
「
小
西
 

茜
？

あ
ぁ
、
そ
れ
は
彼
女
の
役
者
名
だ
よ
。

ほ
ら
、
昔
、
『
名
探
偵
茜
』
っ
て
言
う
番
組
が
や
っ
て
た
で
し
ょ
？

そ
の
時
の
主
人
公
の
名
前
が
『
小
西
 

茜
』
な
ん
だ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
成
る
程
、
だ
か
ら
『
小
西
 

茜
』
っ
て
言
っ
た
ん
だ
・
・
・
。

あ
、
で
も
何
で
本
名
で
言
わ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
？
」

裕
二
警
部
：
「
そ
れ
は
、
役
名
し
か
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
？
」

そ
れ
も
あ
り
得
る
な
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
神
様
、
そ
う
な
の
？
）
」

え
、
あ
・
・
・
い
や
、
そ
の
・
・
・
。

実
は
良
く
知
ら
ん
の
だ
よ
。

神
様
に
も
知
ら
な
い
事
が
あ
る
ん
だ
。

気
に
し
な
い
で
く
れ
な
い
か
？

ジ
ュ
ン
：
「
（
そ
う
だ
ね
・
・
・
。
）
」

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
に
彼
は
「
小
西
 

茜
」
と
名
乗
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
？

一
度
、
拘
留
所
に
行
っ
て
聞
く
し
か
無
い
な
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
は
、
拘
留
所
へ
行
っ
た
。

裕
一
：
「
今
度
は
何
だ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
、
『
小
西
 

茜
さ
ん
』
の
事
な
ん
だ
け
ど
、
何
で
小
西
 

茜

っ
て
言
っ
た
の
？

彼
女
の
本
名
、
市
ノ
瀬
 

数
葉
っ
て
言
う
み
た
い
だ
よ
？
」

裕
一
：
「
知
っ
て
る
・
・
・
。
」
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ジ
ュ
ン
：
「
何
で
早
く
言
わ
な
い
の
よ
！
？
」

裕
一
：
「
だ
っ
て
、
ほ
ら
、
数
葉
っ
て
、
殆
ど
本
名
知
ら
れ
て
な
い
し
・
・
・
。

だ
か
ら
、
小
西
 

茜
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。

そ
の
方
が
解
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ね
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
；
「
ふ
ぅ
ん
・
・
・
。

で
、
何
で
『
数
葉
』
っ
て
呼
ん
で
ん
の
？

普
通
、
『
市
ノ
瀬
』
じ
ゃ
な
い
の
？
」

裕
一
：
「
あ
、
い
や
、
そ
れ
は
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
何
か
あ
る
の
ね
？

話
せ
ゴ
ル
ァ
！
」

裕
一
：
「
何
か
っ
て
・
・
・
。

中
学
の
時
に
付
き
合
っ
て
た
元
カ
ノ
だ
よ
・
・
・
。
」

と
、
赤
く
な
り
な
が
ら
言
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
え
え
え
え
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
っ
！
」

裕
一
：
「
何
だ
よ
、
文
句
あ
る
の
か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
裕
一
君
、
今
ま
で
付
き
合
っ
た
女
の
子
な
ん
て
い
な
い
の
か
と
思

っ
て
た
！

て
か
、
そ
の
市
ノ
瀬
さ
ん
っ
て
、
私
た
ち
と
同
い
年
な
の
！
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
・
・
・
。

１
５
歳
で
芸
能
界
へ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ん
だ
よ
・
・
・
。

そ
れ
か
ら
、
あ
の
日
ま
で
ず
っ
と
会
っ
て
無
か
っ
た
な
ぁ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
日
っ
て
？
」

裕
一
：
「
２
年
前
さ
・
・
・
。

２
年
前
、
彼
女
が
『
名
探
偵
茜
』
の
主
人
公
に
な
っ
た
と
言
う
事
で
、
俺
に
相

談
し
に
来
た
ん
だ
・
・
・
。

だ
っ
て
ほ
ら
、
俺
は
２
年
前
に
彗
星
の
如
く
高
校
生
探
偵
に
な
っ
た
ろ
？

だ
か
ら
、
相
談
に
乗
っ
て
や
っ
た
ん
だ
。

そ
れ
と
、
番
組
の
探
偵
指
導
も
俺
な
ん
だ
ぜ
。

そ
れ
か
ら
、
一
度
だ
け
役
者
と
し
て
出
た
事
も
あ
っ
た
し
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
も
出
た
事
が
あ
っ
た
な
。
」
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ジ
ュ
ン
：
「
私
は
そ
ん
な
自
慢
話
を
聞
き
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

仕
事
で
来
て
い
る
の
・
・
・
。

解
っ
た
ら
と
っ
と
と
彼
女
の
住
所
教
え
る
！
」

裕
一
：
「
俺
、
彼
女
の
住
所
、
知
ら
な
い
ん
だ
・
・
・
。

ア
イ
ツ
、
中
学
卒
業
と
同
時
に
引
っ
越
し
ち
ま
っ
て
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
彼
女
は
居
場
所
は
分
か
ら
な
い
の
ね
？
」

裕
一
：
「
そ
れ
が
、
一
カ
所
だ
け
心
当
た
り
が
あ
る
。

ア
イ
ツ
、
極
々
偶
に
だ
け
ど
、
提
無
逗
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
読
書
し
て
い

る
時
が
あ
る
ん
だ
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
貴
重
な
情
報
を
あ
り
が
と
う
。

行
っ
て
み
る
わ
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
拘
留
所
を
後
に
し
て
提
無
逗
公
園
に
向
か
っ
た
。

拘
留
所
を
後
に
す
る
時
、
裕
一
は
何
か
を
言
っ
た
が
、
ジ
ュ
ン
に
は
聞
こ
え
な

か
っ
た
・
・
・
。
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市
ノ
瀬
 

数
葉
と
の
面
会

ジ
ュ
ン
は
、
提
無
逗
公
園
に
来
て
い
た
・
・
・
。

て
い
む
ず

理
由
は
、
極
々
偶
に
だ
が
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
読
書
を
し
て
い
る
と
言
う
市
ノ

瀬
 

数
葉
と
会
う
為
だ
。

ジ
ュ
ン
は
、
辺
り
を
見
渡
し
た
・
・
・
。

す
る
と
、
一
人
の
可
愛
い
女
の
子
が
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
読
書
を
し
て
い
た
・
・
・

。そ
の
子
の
髪
型
は
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
、
服
装
は
制
服
。

お
ま
け
に
、
ジ
ュ
ン
よ
り
可
愛
か
っ
た
・
・
・
。
（
木
之
本
さ
ん
、
御
免
な
さ

い
。
）

恐
ら
く
、
高
校
の
制
服
だ
ろ
う
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
は
、
そ
の
子
の
方
へ
歩
み
寄
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
貴
方
が
市
ノ
瀬
 

数
葉
さ
ん
で
す
ね
？
」

し
か
し
、
反
応
は
無
か
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
ー
。
」

無
表
情
だ
・
・
・
。

読
書
に
集
中
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

次
に
、
ジ
ュ
ン
が
取
っ
た
行
動
は
、
彼
女
が
読
ん
で
る
本
を
奪
い
取
る
事
だ
っ

た
。

ジ
ュ
ン
は
、
彼
女
の
本
を
奪
い
取
っ
た
。

数
葉
：
「
ち
ょ
っ
と
、
何
す
ん
の
！
？
」

市
ノ
瀬
は
、
怒
っ
て
ジ
ュ
ン
を
突
き
飛
ば
し
た
。

ジ
ュ
ン
は
、
尻
餅
を
付
い
て
し
ま
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
い
て
て
て
・
・
・
。

痛
い
じ
ゃ
な
い
の
よ
！
」

数
葉
：
「
貴
方
が
悪
い
の
よ
。

人
の
読
書
を
邪
魔
し
て
・
・
・
。
」

な
、
な
、
何
な
ん
だ
こ
の
女
！
？
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裕
一
は
こ
ん
な
凶
暴
な
女
と
付
き
合
っ
て
い
た
の
か
？

ジ
ュ
ン
：
「
読
書
に
集
中
し
て
て
人
の
話
を
無
視
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
う
け

ど
？
」

数
葉
：
「
五
月
蠅
い
わ
ね
！
」

と
、
回
し
蹴
り
を
と
ば
し
て
来
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
ジ
ュ
ン
は
１
メ
ー
ト
ル
は
軽
く
吹
っ
飛
ん
だ
。

は
い
、
そ
れ
、
暴
行
罪
で
す
。

数
葉
：
「
私
は
ね
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
は
話
を
し
な
い
事
に
し
て
る
の
・
・
・

。そ
れ
と
も
何
？

貴
方
、
私
に
喧
嘩
で
も
売
っ
て
る
つ
も
り
？

だ
っ
た
ら
や
め
て
お
く
事
ね
。

何
故
な
ら
、
貴
方
は
私
に
は
勝
て
な
い
か
ら
。
」

危
な
い
ぞ
こ
の
女
！

ど
ん
な
神
経
し
て
ん
だ
！
？

裕
一
の
奴
、
良
く
こ
れ
で
生
き
て
こ
れ
た
な
・
・
・
。

そ
れ
と
も
、
こ
の
女
が
只
単
に
裕
一
に
弱
い
だ
け
な
の
か
？

ジ
ュ
ン
：
「
わ
、
私
は
た
だ
、
貴
方
に
聞
き
た
い
事
が
あ
っ
て
・
・
・
。
」

数
葉
：
「
私
は
貴
方
に
話
す
事
は
無
く
て
よ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
ん
な
事
言
わ
な
い
で
聞
い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

人
の
命
が
掛
か
っ
て
る
ん
で
す
。

そ
れ
に
、
裕
一
君
だ
っ
て
・
・
・
。
」

数
葉
：
「
あ
ん
た
、
裕
一
君
の
何
よ
！
？

も
し
か
し
て
、
こ
れ
！
？
」

と
、
小
指
を
突
き
立
て
て
言
う
。

ジ
ュ
ン
：
「
ち
、
違
い
ま
す
！
」

数
葉
：
「
ま
ぁ
良
い
わ
。

貴
方
、
裕
一
君
の
居
場
所
を
教
え
な
さ
い
！

彼
、
警
察
に
捕
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
！
？

言
わ
な
い
と
・
・
・
・
・
・
。
」
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市
ノ
瀬
は
、
ジ
ュ
ン
を
脅
し
て
き
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
わ
、
解
り
ま
し
た
か
ら
落
ち
つ
い
て
下
さ
い
。

裕
一
君
は
、
た
だ
い
ま
拘
留
所
に
い
ま
す
。
」

数
葉
：
「
拘
留
所
ね
、
解
っ
た
わ
。

貴
方
、
お
金
は
持
っ
て
る
わ
ね
？

拘
留
所
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
代
を
出
し
な
さ
い
。
」

何
コ
イ
ツ
・
・
・
喝
上
げ
っ
す
か
！
？

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
く
ら
い
自
分
で
出
し
て
下
さ
い
！
」

数
葉
：
「
貴
方
、
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
い
の
？
」

き
、
危
険
だ
・
・
・
。

コ
イ
ツ
、
何
も
か
も
全
て
が
危
険
だ
。

ジ
ュ
ン
：
「
わ
、
解
り
ま
し
た
！

出
せ
ば
良
い
ん
で
し
ょ
、
出
せ
ば
！
？
」

ジ
ュ
ン
は
、
市
ノ
瀬
に
タ
ク
シ
ー
代
を
渡
し
た
・
・
・
。

数
葉
：
「
何
よ
、
片
道
し
か
無
い
じ
ゃ
な
い
。

往
復
分
を
出
し
な
さ
い
、
往
復
分
を
・
・
・
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
以
上
は
無
理
で
す
！
」

数
葉
：
「
そ
ん
な
堅
い
事
言
わ
な
い
！
」

と
、
市
ノ
瀬
は
ジ
ュ
ン
が
持
っ
て
い
た
財
布
を
奪
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
、
待
っ
て
！
」

し
か
し
、
市
ノ
瀬
は
も
う
い
な
か
っ
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
（
ど
う
し
よ
う
・
・
・
。

財
布
を
盗
ま
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
・
・
・
。

有
り
金
全
部
使
わ
れ
る
か
も
・
・
・
。
）
」

そ
れ
は
困
っ
た
ね
・
・
・
。

一
方
、
拘
留
所
で
は
・
・
・
。

数
葉
：
「
ゆ
う
い
っ
ち
く
ー
ん
♪
」

裕
一
：
「
ん
、
か
、
数
葉
！

お
め
ぇ
、
何
で
こ
ん
な
所
に
！
？

て
か
、
警
官
の
奴
、
良
く
通
し
て
く
れ
た
な
・
・
・
。
」
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数
葉
：
「
な
ん
か
ぁ
、
通
さ
な
い
み
た
い
な
事
言
っ
て
た
け
ど
ぉ
、
ど
う
し
て

も
ぉ
、
裕
一
君
に
会
い
た
く
て
ぇ
、
す
っ
飛
ば
し
て
来
ち
ゃ
っ
た
♪
」

裕
一
：
「
す
、
『
す
っ
飛
ば
し
て
来
ち
ゃ
っ
た
♪
』
じ
ゃ
ね
え
よ
！

お
前
は
何
で
何
時
も
そ
う
な
ん
だ
？
」

数
葉
：
「
私
ぃ
、
い
け
な
い
事
し
ま
し
た
ぁ
？
」

し
た
よ
！

て
か
、
存
在
自
体
が
い
け
ね
え
よ
！

裕
一
：
「
は
ぁ
・
・
・
。

呆
れ
て
物
も
言
え
な
い
な
・
・
・
。
」

数
葉
：
「
テ
レ
ま
す
な
ぁ
。
」

裕
一
：
「
褒
め
て
ね
え
っ
て
！

で
、
何
の
用
で
来
た
ん
だ
よ
？
」

数
葉
：
「
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
ぁ
。

ゆ
う
い
ち
く
ん
を
助
け
る
為
で
す
よ
。
」

市
ノ
瀬
は
、
座
っ
て
い
た
椅
子
を
持
ち
上
げ
る
と
、
正
面
の
ガ
ラ
ス
に
向
か
っ

て
投
げ
つ
け
た
。

し
か
し
、
ガ
ラ
ス
は
割
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ひ
び
さ
え
入
ら
な
か
っ
た
。

数
葉
：
「
割
れ
な
い
で
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
っ
た
り
め
え
だ
ろ
。

こ
の
ガ
ラ
ス
は
強
化
ガ
ラ
ス
で
出
来
て
ん
だ
か
ら
な
。

そ
ん
な
簡
単
に
割
れ
た
ん
じ
ゃ
犯
人
に
逃
げ
ら
れ
ち
ま
う
。
」

数
葉
：
「
で
も
、
新
幹
線
の
窓
ガ
ラ
ス
は
割
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
お
、
お
め
ぇ
、
新
幹
線
の
窓
ガ
ラ
ス
割
っ
た
の
か
よ
！
？

す
げ
ぇ
、
な
ん
て
馬
鹿
力
な
ん
だ
・
・
・
。
」

数
葉
：
「
い
や
だ
、
褒
め
な
い
で
下
さ
い
な
。
」

裕
一
：
「
だ
か
ら
褒
め
て
ね
え
っ
て
！
」

数
葉
：
「
シ
ョ
ッ
ク
で
す
ぅ
。
」

そ
の
時
、
杖
を
つ
い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
ジ
ュ
ン
が
面
会
室
に
入
っ
て
来
た
。

ジ
ュ
ン
：
「
や
・
・
・
や
っ
と
・
・
・
来
れ
・
・
・
た
わ
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
お
、
お
い
、
ジ
ュ
ン
・
・
・
。
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お
前
、
何
が
あ
っ
た
ん
だ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
こ
、
こ
の
・
・
・
き
ょ
・
・
・
凶
暴
な
・
・
・
お
、
女
に
・
・
・

や
ら
れ
・
・
・
た
・
・
・
の
よ
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
数
葉
、
ジ
ュ
ン
に
何
を
し
た
ん
だ
よ
！
？
」

数
葉
：
「
私
ぃ
、
何
も
し
て
な
い
で
す
よ
ぉ
？

凶
暴
だ
な
ん
て
あ
ん
ま
り
で
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
そ
う
か
、
何
も
し
て
な
い
か
・
・
・
。

っ
て
、
俺
が
そ
ん
な
事
信
じ
る
と
思
っ
て
る
の
か
！
？

お
め
え
の
事
だ
、
ま
た
何
か
し
た
ん
だ
ろ
！
？

そ
う
に
決
ま
っ
て
る
！
」

ジ
ュ
ン
：
「
わ
、
私
、
こ
の
凶
暴
な
女
に
喝
上
げ
さ
れ
た
わ
・
・
・
。

と
言
う
か
、
財
布
ご
と
盗
ま
れ
た
わ
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
ね
ぇ
、
数
ち
ゃ
ん
、
ジ
ュ
ン
に
財
布
返
し
て
あ
げ
て
く
れ
な
い
？
」

数
葉
：
「
財
布
な
ら
ぁ
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
前
に
返
し
ま
た
し
た
よ
ぉ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
返
さ
れ
て
無
い
・
・
・
あ
、
あ
っ
た
・
・
・
。

で
も
、
有
り
金
全
て
抜
き
取
ら
れ
て
る
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
お
金
も
返
し
て
あ
げ
な
さ
い
。
」

数
葉
：
「
こ
れ
は
ぁ
、
私
が
、
彼
女
か
ら
貰
っ
た
物
で
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
駄
目
だ
こ
り
ゃ
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
、
悪
い
け
ど
金
の
事
な
ら
俺
が
返
す
か
ら
今
は
諦
め
て
く
れ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
う
ー
ん
・
・
・
・
・
・
。

解
っ
た
わ
・
・
・
。
」

数
葉
：
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
私
は
ぁ
、
こ
れ
で
ぇ
、
帰
り
ま
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
待
っ
た
！

ジ
ュ
ン
、
例
の
写
真
を
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
例
の
写
真
を
取
り
だ
し
た
。

数
葉
：
「
あ
ら
ぁ
、
こ
れ
は
ぁ
、
私
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
で
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
お
前
、
昨
日
の
夜
何
処
に
い
た
？
」

数
葉
：
「
私
ぃ
、
昨
日
は
今
朝
ま
で
撮
影
で
し
た
ぁ
♪

そ
の
事
な
ら
ス
タ
ッ
フ
の
方
達
が
証
明
し
て
く
れ
ま
す
よ
ぉ
。
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で
も
ぉ
、
一
人
だ
け
足
り
な
か
っ
た
で
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
そ
れ
は
誰
だ
！
？
」

数
葉
：
「
名
前
は
知
ら
な
い
け
ど
ぉ
、
帽
子
を
被
っ
た
長
髪
の
お
兄
さ
ん
で
す

ぅ
。
」

あ
っ
！

ア
イ
ツ
か
！
？

ジ
ュ
ン
：
「
あ
り
が
と
う
！
」

礼
を
言
う
と
、
ジ
ュ
ン
は
慌
て
て
テ
レ
ビ
局
に
戻
っ
た
。

数
葉
：
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
私
も
帰
り
ま
す
ぅ
。
」

と
、
市
ノ
瀬
は
拘
留
所
を
後
に
し
た
。

数
葉
：
「
（
裕
一
君
、
あ
の
子
の
事
気
に
し
て
た
な
ぁ
・
・
・
。

何
か
、
怒
っ
て
た
も
ん
・
・
・
。

あ
の
子
の
事
、
好
き
な
の
か
な
？

い
や
い
や
、
そ
ん
な
事
は
無
い
わ
。

裕
一
君
は
、
私
の
物
よ
！

誰
に
も
渡
さ
な
い
ん
だ
か
ら
！
）
」

と
、
猛
烈
に
萌
え
る
市
ノ
瀬
・
・
・
。

一
方
、
テ
レ
ビ
局
で
は
・
・
・
。

突
ス
タ
：
「
木
之
本
さ
ん
、
ど
う
し
た
の
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
昨
日
の
夜
中
、
何
処
に
い
た
ん
で
す
か
！
？
」

突
ス
タ
：
「
ロ
ケ
現
場
に
い
ま
し
た
け
ど
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
は
、
嘘
で
す
ね
。

先
ほ
ど
、
市
ノ
瀬
さ
ん
が
証
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。

撮
影
時
間
に
貴
方
は
い
な
か
っ
た
と
ね
！

一
体
何
処
に
行
っ
て
た
ん
で
す
か
！
？
」

ジ
ュ
ン
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
何
処
に
い
た
か
訪
ね
た
。
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事
件
の
真
相

ジ
ュ
ン
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
昨
夜
の
撮
影
の
時
に
何
処
に
い
た
か
を
訪
ね
た
。

し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
一
向
に
口
を
割
ら
な
い
・
・
・
。

そ
こ
で
、
ジ
ュ
ン
は
危
険
な
掛
け
に
出
る
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
貴
方
は
、
昨
夜
か
ら
今
日
の
Ａ
Ｍ
．
６
：
０
０
頃
ま
で
の
間
、
提

無
逗
川
に
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
？
」

突
ス
タ
：
「
一
体
何
の
為
に
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
被
害
者
の
阿
相
さ
ん
を
殺
害
す
る
為
で
す
。
」

突
ス
タ
：
「
面
白
い
。

君
の
推
理
を
聞
か
せ
て
貰
お
う
か
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
自
分
の
推
理
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
語
っ
た
・
・
・
。

ジ
ュ
ン
：
「
あ
の
日
、
貴
方
は
提
無
逗
川
に
被
害
者
の
阿
相
さ
ん
を
呼
び
出
し
、

そ
こ
で
阿
相
さ
ん
に
な
ん
ら
か
の
話
を
持
ち
か
け
、
口
論
と
な
り
、
そ
の
末
に

殺
害
し
て
し
ま
っ
た
。
」

突
ス
タ
：
「
確
か
に
、
僕
は
提
無
逗
川
に
い
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
っ
て
殺
し
た
と
言
う
証
拠
に
は
な
ら
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。

も
し
、
僕
が
殺
し
た
ん
な
ら
、
そ
の
証
拠
を
見
せ
て
下
さ
い
。
」

ジ
ュ
ン
は
、
例
の
写
真
を
見
せ
た
。

突
ス
タ
：
「
そ
、
そ
れ
が
何
だ
と
言
う
ん
だ
！
」

ジ
ュ
ン
：
「
動
機
・
・
・
。

こ
れ
が
動
機
な
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？

恐
ら
く
、
貴
方
は
阿
相
さ
ん
と
市
ノ
瀬
さ
ん
の
関
係
を
知
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
妬
ん
で
い
た
・
・
・
。

だ
か
ら
、
阿
相
さ
ん
を
提
無
逗
川
の
上
流
で
殺
害
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か

？
」

突
ス
タ
：
「
く
っ
く
っ
く
っ
・
・
・
。

馬
っ
鹿
じ
ゃ
ね
ー
の
お
め
え
？

阿
相
が
殺
さ
れ
た
の
は
中
流
だ
！
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上
流
な
訳
無
い
だ
ろ
！
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
何
で
知
っ
て
る
の
？

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
上
流
で
発
見
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
警
察
は
中
流
で
殺
害
さ
れ
た
と
言
う
事
は
伏
せ
て
い
た
・
・
・
。

そ
れ
な
の
に
、
知
っ
て
い
る
と
言
う
事
は
・
・
・
。

事
件
の
あ
っ
た
日
に
、
貴
方
は
提
無
逗
川
の
中
流
で
阿
相
さ
ん
を
殺
害
し
た
か

ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
」

突
ス
タ
：
「
ぐ
は
っ
・
・
・
。

ふ
っ
、
肝
心
な
事
を
忘
れ
て
い
る
ぜ
。
」

こ
の
期
に
及
ん
で
ま
だ
何
か
？

突
ス
タ
：
「
凶
器
だ
。

凶
器
は
あ
の
探
偵
が
握
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
？

ど
う
し
て
握
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
あ
れ
は
、
貴
方
が
罪
を
着
せ
る
為
に
、
わ
ざ
と
そ
う
し
た
ん
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
か
？
」

突
ス
タ
：
「
仮
に
そ
う
し
た
と
し
て
、
彼
が
起
き
て
い
た
ら
無
意
味
じ
ゃ
な
い

か
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
そ
れ
は
無
い
で
す
よ
。

彼
は
寝
て
い
た
ん
で
す
か
ら
ね
！
」

突
ス
タ
：
「
そ
ん
な
の
証
拠
に
も
な
ら
ん
だ
ろ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
薬
品
を
使
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

突
ス
タ
：
「
薬
品
？

な
ん
と
言
う
薬
品
だ
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
え
ー
と
、
そ
れ
は
・
・
・
。
」

突
ス
タ
：
「
ど
う
し
た
、
答
え
ら
れ
な
い
の
か
？

高
校
生
が
答
え
ら
れ
る
筈
な
い
よ
な
。
」

ジ
ュ
ン
が
考
え
て
い
る
所
に
救
世
主
が
や
っ
て
来
た
。

裕
一
：
「
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
・
・
・
。

金
子
さ
ん
、
貴
方
は
僕
に
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
を
嗅
が
せ
、
僕
が
そ
れ
で
眠
っ
て

い
る
間
に
阿
相
さ
ん
を
殺
害
し
た
。
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そ
し
て
、
僕
に
凶
器
を
握
ら
せ
、
恰
も
僕
が
殺
害
し
た
様
に
見
せ
掛
け
た
ん
で

す
よ
！
」

ス
タ
ッ
フ
の
金
子
：
「
あ
、
あ
ん
た
、
何
故
此
処
に
！
？

あ
ん
た
、
拘
留
所
に
入
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
？
」

裕
一
：
「
親
父
に
事
件
の
真
相
を
話
し
た
ら
出
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

『
ね
じ
伏
せ
て
来
い
』
っ
て
ね
！

金
子
さ
ん
、
貴
方
は
あ
の
日
、
提
無
逗
川
の
中
流
で
阿
相
さ
ん
と
市
ノ
瀬
さ
ん

が
争
っ
て
い
る
所
を
目
撃
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

そ
し
て
、
市
ノ
瀬
さ
ん
が
帰
ろ
う
と
、
阿
相
さ
ん
か
ら
離
れ
た
時
に
、
貴
方
は

市
ノ
瀬
さ
ん
に
近
づ
き
、
何
が
原
因
で
も
め
て
い
た
の
か
を
訪
ね
た
・
・
・
。

す
る
と
、
『
阿
相
さ
ん
、
私
に
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
う
ん
で
す
、
お
願
い
、
何

と
か
し
て
下
さ
い
！
』
と
・
・
・
。

拘
留
所
か
ら
出
た
後
に
、
市
ノ
瀬
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
よ
・
・
・
。

だ
か
ら
、
貴
方
は
撮
影
で
使
う
包
丁
を
持
っ
て
、
阿
相
さ
ん
に
近
づ
き
、
阿
相

さ
ん
を
提
無
逗
川
の
中
流
で
殺
害
し
、
阿
相
さ
ん
を
上
流
に
運
び
、
偶
々
上
流

に
い
た
僕
に
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
を
嗅
が
せ
、
眠
ら
せ
た
後
に
包
丁
を
持
た
せ
た

ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
？
」

ジ
ュ
ン
：
「
で
も
待
っ
て
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
裕
一
君
が
Ｐ
Ｍ
．
１
１
：
０
０
か
ら
記
憶
が
無
い
の
は
何
故
？
」

裕
一
：
「
あ
れ
は
、
あ
る
人
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
が
、
時
間
に
は
結
局

来
な
く
て
、
待
っ
て
い
た
ら
眠
く
な
っ
て
そ
の
ま
ま
寝
ち
ゃ
っ
て
、
目
が
覚
め

て
時
計
を
見
た
の
が
Ａ
Ｍ
．
５
：
３
０
・
・
・
。

そ
し
た
ら
、
後
か
ら
薬
品
嗅
が
さ
れ
て
眠
ら
さ
れ
た
ん
だ
。

だ
か
ら
記
憶
が
無
か
っ
た
の
さ
。
」

ジ
ュ
ン
：
「
何
だ
、
そ
う
だ
っ
た
の
。
」

ス
タ
ッ
フ
の
金
子
：
「
貴
様
ら
、
人
が
下
手
に
で
て
黙
っ
て
聞
い
て
り
ゃ
良
い

気
に
な
り
や
が
っ
て
。

貴
様
ら
も
阿
相
と
同
じ
様
に
殺
し
て
や
る
！
」

す
る
と
、
裕
二
警
部
が
「
待
て
！
」
と
や
っ
て
来
た
。

そ
し
て
、
金
子
に
手
錠
を
掛
け
た
・
・
・
。
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裕
二
警
部
：
「
ぎ
り
ぎ
り
間
に
合
っ
た
な
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
親
父
は
殆
ど
出
番
ね
ぇ
ん
だ
か
ら
も
っ
と
早
く
出
て
来
い
よ
・
・
・
。

」裕
二
警
部
：
「
す
ま
ん
、
し
か
し
、
な
ん
だ
・
・
・
。

二
人
と
も
怪
我
無
か
っ
た
ん
あ
だ
か
ら
良
か
っ
た
じ
ゃ
ね
え
か
。

終
わ
り
よ
け
れ
ば
全
て
良
し
っ
て
な
。
」

や
け
に
説
得
力
あ
る
な
・
・
・
。

こ
う
し
て
、
事
件
は
解
決
し
た
。

ジ
ュ
ン
、
名
推
理
だ
っ
た
ぜ
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。
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